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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 5 月 11 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

記 

●業績予想の修正について 

平成 30年 3月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 29年 4月 1日～平成 29年 9月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり四
半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 564 60 64 39 19.16 

今回修正予想（Ｂ） 544 22 29 19 9.80 

増減額（Ｂ－Ａ） △19 △37 △34 △19  

増減率（％） △3.5 △61.7 △53.4 △48.8  
(ご参考)前期第 2四半期実績 
(平成 29年 3月期第 2四半期) 

592 65 72 △12 △6.26 

 

平成 30年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当
期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 
前回発表予想（Ａ） 1,250 133 141 87 42.74 

今回修正予想（Ｂ） 1,170 60 68 46 22.60 

増減額（Ｂ－Ａ） △80 △73 △73 △41  

増減率（％） △6.4 △54.9 △51.8 △47.1  
(ご参考)前期実績 
(平成 29年 3月期) 

1,216 129 148 50 24.91 

 

修正の理由 

 個人消費のマインドの低下や企業の販売促進費・広告宣伝費がＩＣＴ分野での費用増加も重なりカード媒体へ

の予算支出に対する今まで以上の慎重姿勢に加え、安定した受注が見込める地方自治体や流通業界での競争が激

化し収益性の低い受注の比率が増加したこともあり、経営環境は厳しい状況で推移いたしました。 

 これらの結果、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益とも当初計画を下回る見込みであります。 

 通期におきましても、引き続き厳しい状況が続くものと考えられ、第 2四半期累計期間の業績見通しを踏まえ、

修正するものであります。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


